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研究成果の概要（和文）：疲労度の高い人では、欠勤数が多いこと、またメタボリック症候群につながる生活習慣と疲
労が関連していることを明らかにしてきた。心の問題と身体が問題は個別に考えがちであるが、関連が深い。本研究は
、疲労が心身双方の問題の予測指標となりうるかその改善策含め、明らかにすることが目的で実施した。疲労は、身体
の疾患において予測指標となりうる可能性が示唆された。また、食生活を改善することは疲労の回復につながるという
結果が得られた。

研究成果の概要（英文）： People who complained fatigue have preabsenteeism tendency. We also appeared 
that lifestyles, dietary status, exercise, etc., related with metabolic syndromes have associated with 
fatigue status. Fatigue might be one of the predictor for metabolic syndromes. Improvement of one’s 
dietary status induced the recovery of fatigue status in women.

研究分野：予防医学
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１． 研究開始当初の背景 
疲労は 、国民の約 6 割が訴える国民病と
も いうべき症状の 1 つである。糖尿病や腎
臓病 などの疾病がある人からそうでない人
まで 幅広く「疲労」という症状を訴える。
このような「疲労」は 1 症状である一方で、
近年では「疲労」そのものが指標の 1つであ
り、予後やその後の疾病発症の予測に使用可
能であるとの報告が欧米において特に多く 
報告されていた。申請者らは、人工透析患者
において疲労度の高い人では、予後不良が認
められることを明らかとした（Koyama, 
Fukuda, 2010）。また、大学生における心の
問題ややる気を反映すると考えられる指標
の 1つである出席率が疲労している学生ほど
低いことも明らかになっている（福田 2011）。
これらのけ結果から、疲労回復は、たんに
日々の疲労を回復するだけではなく、その後
の身体疾病発症予防や疾病発症後の良好な
予後のためにも重要であることが明らかで
ある。 
一方、うつ病は疲労を訴える疾患の 1つで 
ある。そのメカニズムには疲労と似たような
面があると考えられる。熱代謝障害、脂肪燃
焼効率低下、基礎代謝の低下は特にメタボリ
ック症 候群に代表される身体疾患で認めら
れるが、これらがうつ病や疲労ともかかわり
をもつことが近年明らかになりつつある。 
これらのことから疲労と心身双方の問題 
とそのメカニズムには共通項が見出される 
ことが予想された。そこで、本研究計画で は、 
これらの仮説を代謝内分泌疾患とうつ病患
者における メカニズム研究と一般集団での 
追跡調査により明らかにし、疲労回復による 
心身疾患の早期予防システムを確立するた
めの基盤研究を行うこととした。 

 
２． 研究の 目的 
申請者らは疲労度の高い人では、欠勤数が
多いこと、またメタボリック症候群につなが
る生活習慣と疲労が関連していることを明 
らかにしてきた。両者は、心の問題と身体が
問題と個別に考えがちであるが、関連が深い。 
本研究は、疲労 と心身双方の問題とそのメ
カ ニズムを明らかにすることが目的であっ
た。 
当初計画していた具体的な研究項目は、① 
代謝内分泌疾患 ・うつ病患者での疲労探索 、
②代謝に分泌系を中心にした疲労から疾患 
発症につながるメカニズム解明、職域での追 
跡研究による③疲労と心身両疾患の発症に 
関する解析、④①－③の結果に基づく、介入
方法の開発の 4つであった。 

 
３. 研究の方法 
(1） 疾患モデルでの疲労の主観・客観的評
価、及びその特徴の探索 
①代謝内分泌疾患患者での検討１ 
H 大学に登録されている心血管系危険因
子を 1 つ以上有する患者コホートを対象に、

心血管イベントの既往がなく、睡眠・疲労等
の 項目すべてが評価できた対象 150 名に調
査を実施した。測定項目は血液検査項 目
（BDFN : Brain delivered neuro tropic  

factor など）、既往歴の他にアクティブト
レーサ（GMS 株式会社）を用いて自律神経
機能を評価した 。 
②代謝内分泌疾患患者での検討２ 

H 大学に登録されている 416 名のうち
睡眠状況・日中の活動量と心拍変動係数から
みた 自律神経機能と夜間血圧変動について
検討を行った。 
③うつ病患者での検討１ 
うつ病患者は入院が必要な対象、復職支援 
プログラム参加可能段階の患者におけるコ
ルチゾール反応の起床時からピークまでの
時間を評価し、慢性疲労患者との比較を実施
した。 
④うつ病患者での検討２ 
復職支援プログラム対象の感情障害患者 
７名が馬介在療法を実施することで疲労や
うつ得点が軽減するかについての検討を実
施した。評価指標には上記のコルチゾール、
睡眠・活動量、主観的な疲労得点、を用いた。 
(2）職域における疲労と心身疾患の発症に関
連する追跡調査 

A 市職員を対象に 2011年度から 2014 
年度の定期健康診断に合せて調査を実施し
た 。対象は健康診断を受診したものの中か
ら調査の実施に同意し、質問票および加速
度脈波（アルテット C、ユメディカ株式会
社）による自律神経機能調査を行いLF/HF、
LFパワー値、HFパワー値、Totalパワー
値、a-a間隔の変動係数を評価した。2013
年度は 3 年目にあたり中間解析を実施した。
疲労評価には Checklist Individual  
Strength (CIS)を、また職業性スト レスに
は職業性ス トレス簡 易調査票の中の仕事
のストレス要因 (17項目)を使用し、仕事の
パフォーマンスレベルを 10 段階、仕事に
対する満足感を 4 段階で尋ねた。背景要因  
としては年齢、性別の他、 仕事環境 、生
活習慣、職業生活に関する項目を尋ねた。
健康診断項目のうち脂質代謝異常 に伴う
値（血圧、コレステロール値等）と腹部の
サイズ、身長体重などを解析項目として使
用した。 

(3）疲労回復支援策の検討 
健常集団で効果的な疲労回復効果につい
て検証した。睡眠にやや問題がある女性 32  
名を対象に栄養教育が睡眠と疲労に与える
影響を並行群問比較にて検討した。l群 16 名
の 2 群に分け、一方には栄養士に よる食事
指導 を行い試験期間中食生活に高い意識を
持たせ（栄養教育群）、また他方には試験の 
目的を伝えるのみで通常通りの生活をする
ように指導した（対照群）。介入期間は 4 週
間とし、介入前後に睡眠 ・疲労に関する質
問票 （ピッツパーグ睡眠質問票、Chalder 疲
労質問票、Checklist Individual Strength）、



食物侵取頻度調査（エクセル栄養君 FFQ、
建白社）を実施し主観的な評価を行った。ま
た加速度脈波測定システム （アルテットC、
ユメディカ株式会社）を用い客観的評価も実
施した。 

 
４．研究成果 
(1)疾患モデルでの疲労の主観・客観的評価、
及びその特徴と探索 
①代謝内分泌疾患患者での検討１ 
 疲労は自律神経機能の LF 値と負の相関を
示し、この関連が心血管イベント発症につな
がる可能性を見出した。 
 BDNFは、自律神経機能調整作用、心筋リ
モデリングとの関連が報告され、2 時間の心
拍変動から得られる自律神経機能の低下が
心血管イベントの発症と関連する可能性が
報告されている物質である。本研究結果から
は、BDNFは LFと強い関連を示したが、疲
労や睡眠の主観的得点とは関連が認められ
なかった。疲労は LFとは負の相関を示して
おり、この関連が間接的影響となる可能性が
示唆された。 
②代謝内分泌疾患患者での検討２ 
 睡眠の質および日中活動量・睡眠量は夜間
血圧変動及び自律神経機能と関連を示すこ
とを報告した。夜間の高血圧は心血管系イベ
ント発生との関連が指摘されているもので、
その発生の病態機序の一部を説明できるか
もしれない。 
③うつ病患者での検討１ 
 男女の差や起床時刻（午前 9時以降とそれ
以前）の差による起床時コルチゾールの差が
報告されているが、本研究では明確な差は認
められなかった。重症うつと復職支援参加者
の間には起床時からピーク時までの時間に
差が生じている可能性が示唆された。また、
慢性疲労の患者と比べても差を見出した。 
④うつ病患者での検討２ 
 馬介在療法実施前後の主観的疲労度と活
動量を検証した。主観的疲労度は CIS 得点、
身体的疲労、総合疲労において統計学的に有
意な低下が認められた。5 分以上の中途覚醒
回数のみで実施前後で差が認められ、実施後
の中途覚醒回数の減少が確認された。 
(2)職域における疲労と心身疾患の発症に関
連する追跡調査 
 2011 年度の自律神経機能項目及び疲労得
点、職業性ストレス得点をメタボリック症候
群に該当するかしないかでその差を比較し
た結果、自律神経機能項目のうち LFパワー
値、HFパワー値、Totalパワー値は、メタボ
リック症候群該当者で有意に低かった。初年
度メタボリック症候群に該当しなかった対
象で 3年目にはメタボリック症候群に該当し
た対象はそうでない対象に比べ自律神経機
能の値のうちHF/LFバランスが高かった。 
次に疲労得点のカットオフ得点（カットオフ
得点以上が疲労症状強い、以下は弱い）での
検討を実施した。結果、2011年度に疲労得点

が高くかつメタボリック症候群に該当した
群は 2013年度には、自律神経機能のうち L/F
の平均値が 2.5倍になっていた。一方、メタ
ボリック症候群に装用に該当していても疲
労得点が低い群では、そういった傾向は認め
たれなかった。また、職業性ストレス得点の
うち要チェック個数の増加も同群でのみ認
められた。 
2011年度の値がどれくらい 2013年度のメタ
ボリック症候群の該当個数を予測するかに
ついても、性・年齢を調整因子とし多変量解
析で検討を行った。結果、LF/HF値、CIS得
点（総合得点）はそれぞれ有意に 2013 年度
のメタボリック症候群該当個数と関連があ
った。しかしながら、職業性ストレス項目で
は同様の結果は認められなかった。 
(3)疲労回復支援策の検討 
 疲労得点において栄養教育群で有意な低
下が認められた。睡眠得点及び自律神経機能
には有意な変化は認められなかった。開始前
には多くの栄養素の施主が不足していたが
介入後には栄養教育群において摂取量基準
値に近づいており、有意差は見られなかった
ものの介入による変化が見られた。今回の介
入試験では、栄養教育を行うことは疲労得点
の減少に影響していた。 
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